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Biomimetics is the paradigm shift based on biodiversity to innovation for sustainability. Biodiversity 
is not only the result of evolutionary adaptation but also the optimized solution of “an epic combi-
natorial chemistry” for sustainability. Natural history museums are “responsible human devices” 
describing biodiversity and evolutionary adaptation. An enormous amount of inventory of taxonomy 
is a “vast expanse of ocean of knowledge” to biomimetics. Recent progress of the information sci-









米国では NPO 法人である Biomimicry Institute が AskNature というサイトに Biomimicry 
Taxonomy というデータベースを開設して生物の多様性を様々な科学技術分野に応用するヒ
ントをリストアップし、ウェブ上のデータベースである Encyclopedia of Life (EOL)との連携
を図りながら、オープンイノベーションのプラットフォーム作りを目指している。また、
2010 年に“Global Biomimicry Efforts: An Economic Game Changer”という経済レポートを出





として一般に供している。スミソニアン協会では、“NEXT ENGINEERING REVOLUTION IS 






クスにおける重要性が指摘されている三次元情報を供する X 線マイクロ CT による画像デ
ータの収集を行い、さらには、電子顕微鏡下において生きた状態での生態観察を可能とす
るナノスーツ法の普及を図ることで、画像を中心とするバイオミメティクス・データベー
スを作成した。また、生物学のデータベースである生物多様性インベントリーを異分野に
供するための検索システムとして、生物学と工学を繋ぐ辞書に相当する“オントロジー強
化型シソーラス”、SEM 画像を中心とした類似画像検索を通じた発想支援システム、TRIZ
（発明的問題解決理論）に基づく技術検索システムの開発に着手し、情報学による生物か
ら工学への技術移転の仕組みを整備した。 
  
